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　６月７日に開催された蘇陽小大運動会でのひとシー
ン。保育園以下の子どもたちのかけっこ。走りついた
先では小学校のお兄ちゃんお姉ちゃんが、みんなにお
菓子をプレゼントしていました。天気に恵まれた蘇陽
小学校の運動会では大人も交えた、笑いあり、感動あ
りの運動会となりました。



　Ｊリーグで現在、大活躍中のロアッソ熊
本。クラブ創設の 10 年目という節目の年に
合わせて、「火の国もりあげタイ！」プロジェ
クトが実施されています。これは、「日本一
地域に根ざしたクラブづくり」の一環で、県
内の 10 市町村をロアッソ熊本の選手たちが
地域住民と交流をしながら、地域の「まちづ
くり」「まちおこし」の応援をし、熊本を盛り上げていく
取り組みです。山都町でもこの取り組みが行われており、
篠原弘次選手、藤本主税選手、大迫希選手の三選手が選
ばれています。これから、山都町のイベントなどに参加
され、この町をもっと盛り上げてくれます。
　５月 16 日に通潤橋前でその三選手の訪問があり、浜町
保育園、矢部同和保育園の園児が出迎えました。園児た
ちから飛び交う質問に、三選手とも分かりやすく答えて
いました。また、最後は通潤橋をバックに記念撮影を行
いました。

　

一
昨
年
７
月
に
発
生
し
た
熊
本
広
域

大
水
害
で
は
、
未
明
か
ら
の
記
録
的
な

豪
雨
に
よ
り
、
阿
蘇
地
域
を
中
心
に
県

内
各
所
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
間
雨
量
100
ミ
リ

を
超
え
る
よ
う
な
豪
雨
は
、
全
国
的
に

は
、
か
な
り
の
頻
度
で
発
生
し
て
お
り
、

山
都
町
に
お
い
て
も
、
い
つ
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
は
、
国
・
県
の
行
政
機
関
、

警
察
署
、
消
防
署
、
消
防
団
、
そ
の
他

の
公
共
機
関
が
連
携
し
て
、
す
み
や
か

に
災
害
対
応
に
あ
た
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
災
害
発
生
の
初
動
期
に
即

応
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と

が
大
変
重
要
で
す
。

　

そ
の
体
制
の
要
と
な
る
の
が
自
主
防

災
組
織
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本
町

に
お
い
て
も
組
織
率
の
向
上
は
最
重
要

課
題
の
一
つ
で
す
。
山
都
町
の
組
織
率

は
本
年
３
月
現
在
で
60.1
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
全
国
の
組
織

率
平
均
は
77.9
％
、
熊
本
県
の
組
織
率
は

66.2
％
で
す
。

　

そ
し
て
各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
で

は
、
次
の
申
し
合
わ
せ
事
項
を
決
め
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
①
「
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
危
な
い
と
感
じ
た
ら
避
難
勧
告

な
ど
が
出
て
い
な
く
て
も
、
直
ち
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
事
前
に
強
い
雨
な

ど
の
情
報
を
得
た
場
合
は
、
明
る
い
う

ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
②
避
難
す

る
場
所
や
避
難
経
路
を
決
め
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
避
難
す
る
場
所
は
町
が
指

定
す
る
場
所
に
限
ら
ず
、
安
全
な
場
所

を
選
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
③
高
齢

者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
、
避
難
に

時
間
を
要
す
る
人
な
ど
を
把
握
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
方
々
の
避
難
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。
④
避
難
を
始

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。
例
え
ば
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防
災

行
政
無
線
な
ど
で
、
大
雨
警
報
や
土
砂

災
害
警
戒
な
ど
の
情
報
を
知
っ
た
時
に

避
難
を
始
め
る
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。
以
上
の
４
点
は
、
各
地
区

の
み
な
さ
ん
で
是
非
検
討
い
た
だ
き
た

い
事
項
で
す
。

　

避
難
行
動
は
、
数
分
か
、
数
時
間
後

に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
自
然
災
害
か

ら
「
命
を
守
る
行
動
」
で
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

工
藤 

秀
一

Ｙ
Ｏ
Ｕ
&
Ｙ
Ｏ
Ｕ
通
信
Vol.
85

●
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
事
務
局

（
役
場　

総
務
課
）
下
田
・
吉
田

【
専
用
電
話
】

０
９
０

－

９
５
６
５

－

９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
Ｐ
Ｃ
】

marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

you_and_you.@
docom

o.ne.jp

〜
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
〜

　

み
な
さ
ん
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
お
手
伝
い
を
す
る
事
に
な
っ
て
、

早
い
も
の
で
一
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

振
り
返
っ
た
時
、
先
輩
方
の
努
力
に

よ
っ
て
成
し
得
た
30
組
目
の
誕
生
、
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
…
と
同
時
に
時

代
の
変
わ
り
様
で
す
。
我
々
の
時
代
は

青
年
団
活
動
が
盛
ん
で
、
男
女
半
々
で

２
０
０
名
以
上
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
は
、

男
女
間
の
交
流
の
場
が
少
な
い
、
勤
め
の

関
係
で
暇
が
な
い
…
そ
れ
が
現
実
。
し
か

し
、
そ
れ
を
「
何
か
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
事
業
、
私

は
大
事
な
事
で
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
照
れ
臭
い
か
も
、
多
忙

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
今
し
か
な
い
の

で
す
。
10
年
は
す
ぐ
来
ま
す
よ
。
何
が
何

で
も
登
録
し
よ
う
。
一
回
行
っ
て
み
よ
う
。

何
か
が
見
え
て
き
ま
す
よ
。

☆
30
代
男
性
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！
☆

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
で
は
、
20
代
〜
50
歳

ま
で
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
、
嬉
し
い
こ
と
に
30
代
女
性
の
参
加

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
！
30
代

男
性
の
参
加
が
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
状

況
で
す
。
最
初
は
、「
交
流
会
っ
て
ど
ん

な
感
じ
だ
ろ
う
…
。」「
話
が
う
ま
く
で
き

る
か
心
配
…
。」
と
不
安
に
思
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

心
配
ご
無
用
で
す
。
交
流
会
で
は
、
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
話
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
事

務
局
も
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
良
い

出
会
い
を
見
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

山
都
町
の
独
身
男
性
の
み
な
さ
ん
！
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
♪

佐藤相談員

　６月に入り、町内の各地で田植えが行われ
ています。山村地域である山都町にとって田
植の光景は、この時期の風物詩。苗代、荒田
起こし、田植えなど多くの労力を伴い、食卓
に並ぶ白いお米が出来上がります。その田
植えを前に、今年一年の豊作を願い通潤橋
前で神事と田んぼを使った数多くのイベン
トが開催されました。
　神事では早乙女の格好をした５人が田
植えを行い、豊作を祈願。その後は実際
に子どもたちが田植え体験。初めて田
植えを体験する子どもが数多く参加し、
大人たちの手を借りながら一つ一つを
丁寧に植えていました。

　また、その後は別の田んぼで泥んこサッカーが開催。
初めての試みにも関わらず多数のチームが参加。普段
やっているサッカーと違い、田んぼに足を取られ、ボー
ルは上手く蹴られず、どのチームも悪戦苦闘。田んぼの
ぬかるみに転ぶ方も多く、そのたびに周りからは歓声が
上がっていました。

お田植祭 in 通潤橋お田植祭 in 通潤橋

に並ぶ
植え
前で
トが
　
植
に
植

丁
　また、その後
初めての試みに
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実
行
委
員
メ
ン
バ
ー

　

有
働
圭
さ
ん
、
鳥
井
奈
恵
さ
ん

　第 14 回を迎えた成人式大賞において、山都町
が「成人式努力賞」を受賞しました。
　この成人式大賞は、全国から創意工夫を凝ら
した新成人の若者たちの苦心の成果の成人式を
公募し、特に優れたものを発掘・顕著しその普
及を図る事を目的として毎年開催されています。
　今回も全国から 94 団体の応募があり、市の受
賞が多い中、山都町が地域に合った新しい内容を
盛り込んだ有意義な成人式が構築されていると
評価され、見事努力賞を受賞しました。実行委員
会による努力の成果が受賞に繋がったようです。

　山都町においては、現在 17 名の町有林巡視
員を委嘱し、町内全域の１千 ha を超える町有
林の定期的な巡視をお願いしています。
　この度、清和地区の郷野原団地及び大矢団地
を担当されてきた興梠博文巡視員（山都町川口）
が、この３月末をもって退任されました。興梠
さんは平成 15 年７月より 10 年９ヶ月の間、巡
視員を勤められました。
　興梠さんの後任として、佐野孝行氏（山都町
川口）に委嘱し、今後の同町有林の巡視をお願
いすることになります。
　５月 22 日実施の巡視員会議の際に、興梠さ
んへ長年の労をねぎらい、工藤町長より感謝状
が贈られました。

元熊本県清和村議会議員

馬
ま

　原
はら

　  續
つづく

 さん
大正15年３月10日生（満88歳）
山都町鶴ケ田2498番地

　馬原續さん（鶴ケ田）に対し、高齢者叙
勲の伝達式が５月１日清和総合支所で行わ
れました。
　これは、長年の地方自治功労に対する叙
勲で、馬原氏は昭和 63 年９月に清和村議会
議員選挙に初当選以来、平成 12 年８月まで
通算３期 12 年の永きに亘り在職され、経済
常任委員会副委員長、文教厚生常任委員会
委員、清和村監査委員を歴任するなど、地
方自治の発展と農林業、文教及び厚生の進
展に大きく貢献されました。

　平成 25 年度農業者年金新規加入促進活動個人の部
において、山都町農業委員会松本龍德会長が、県下第
１位の成績を収め熊本県農業会議会長賞を受賞いたし
ました。
　松本会長は、農業委員活動の一環として、日頃から
積極的に農業者年金制度の周知に務め、着実に新規加
入者数を延ばし、今回で３年連続の受賞となりました。
　農業者年金は、農業の担い手の老後を支え、少子高
齢化にも対応する安定した制度です。今後も農業委員
会では、この受賞を励みに更なる加入推進を図ってい
きたいと考えております。さまざまなメリットのある

農業者年金について、少しでも
興味を持たれましたら、どうぞ
お気軽に山都町農業委員会又は
最寄りのＪＡまでお問い合わせ
下さい。
農業委員会
  （蘇陽総合支所内）　83-1111
  （白糸事務所）　　　72-1156

成人式大賞２０１４
成人式努力賞　受賞

高齢者叙勲（旭日単光章）受章祝！熊本県農業会議会長賞
３年連続受賞 !!!

町有林巡視員の紹介

退任された興梠博文氏 後任の佐野孝行巡視員

ふるさとの姿を守りたい
～和紙を用いた伝統文化の研究～

熊本県立矢部高等学校　緑科学科　伝統活用班

１　課題を取り上げた背景

２　研究の経過

３　実行結果

４　今後の取り組み

　ここ数年、山都町の人口は減少の一途をたどり、商店街も活気がありません。森林資源が豊富にあ
りますが、山々をよく見ると荒れたところも多く、林業就業者も高齢化しています。このままでは、様々
な伝統技術が途絶えていくおそれが高まっています。山都町での和紙「浜町紙」は、明治の初めから
昭和 30 年まで作られていましたが、工房の焼失や洋紙の利用拡大といった歴史の波にもまれ、途絶
えて 50 年以上になります。和紙作りは水が豊かな山村地域でこそできる文化であり、この地に根付
いていた和紙作りの復活を目指し研究を始めました。

　地域の和紙であった浜町紙は幻の和紙であり、山都町民でも知っている人は皆無に等しい状態でし
た。旧紙漉集落等で聞き取り調査を行い、当時のことを知る方にお伺いしたところ、和紙が作られて
いた記憶があるという証言をいただくとともに、紙漉を行っていた元職人さんのお住まいにたどり着
くことができました。

　当時の和紙はどこにも残っていなかったため、元職人さんにアドバイスをいただき、再現実験を行
うことにしました。今回、各材料の分量をデータ化し、再現実験を重ね、当時の浜町紙に近付けてい
きました。そしてついに「浜町紙になった」とのお言葉をいただくことができました。また、当時の
浜町紙に近付けていくためには紙漉を行う漉き手の技術次第なので、今後も元職人さんからの指導仰
ぎながら、継承できるようにしていきます。

カジノキ靱皮の軟化処理 紙漉における配合量
カジノキ靱皮 300ｇ カジノキ靱皮（軟） 300ｇ

水 8.4ℓ 水 20ℓ
苛性ソーダ 50ｇ ノリウツギの成分 96ｇ

　活動の中で、伝統を受け継ぐ私たちが担い手として重要な位置にいることを改めて認識することが
できました。浜町紙を復刻してまだ間もなく、地域の方々への周知は万全ではありません。今後、多
くの方々に地域の和紙「浜町紙」を知ってもらい、利用していただけるよう広報活動を行っていく必
要があります。今後も浜町紙の継承と浜町紙をアレンジした矢部高校オリジナル和紙の製作に向け
日々研究を重ねて継続していきます。私たちが行っている活動は故郷の姿を守るための活動です。私
たちが先輩たちから引き継いできた活動を充実させ、後世に伝えていくためにも、これから後輩たち
に引き継いでいかなければなりません。そして、地域に貢献できる活動を展開し、環境を整え持続的
に利用できるようにしていきます。

〈聞き取り調査〉

〈浜町紙の審査〉

〈面影のない紙漉工房跡〉

〈紙漉指導〉

〈元紙漉職人さん〉

〈復刻版浜町紙〉
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　○国民健康保険税の税率・税額改正内容

区 分

医療保険分
（75歳未満）

後期高齢者支援金分
（75歳未満）

介護納付金
（40歳～64歳）

平成25年度
（改正前）

平成26年度
（改正後）

平成25年度
（改正前）

平成26年度
（改正後）

平成25年度
（改正前）

平成26年度
（改正後）

所 得 割 6.50％ 7.79％ 1.95％ 2.15％ 1.69％ 2.19％

資 産 割 38.18％ 38.18％ 12.89％ 12.89％ 13.19％ 13.19％

均 等 割 18,450円 26,450円 6,600円 8,000円 8,280円 11,750円

平 等 割 19,160円 25,160円 5,800円 6,500円 5,050円 7,150円

賦課限度額 51万円 51万円 14万円 16万円 12万円 14万円

　◆食物繊維はどんな野菜に入っているのでしょう。
　◆ビタミンＡ、葉酸、ビタミンＣ、食物繊維はどんな野菜に入ってい 
　　るのでしょう。緑の葉物野菜を食べてガンを予防しましょう。

順位 ビタミンＡ 葉酸 ビタミンＣ 食物繊維

1位 モロヘイヤ 菜の花 菜の花 モロヘイヤ

2位 人参 モロヘイヤ ブロッコリー ごぼう

3位 春菊 ブロッコリー カリフラワー オクラ

4位 ほうれん草 ほうれん草 ピーマン ブロッコリー

5位 かぼちゃ アスパラガス ゴーヤ 菜の花

6位 にら 春菊 モロヘイヤ かぼちゃ

7位 小松菜 水菜 水菜 ゆで竹の子

8位 菜の花 オクラ れんこん 春菊

9位 水菜 小松菜 かぼちゃ ゆで
とうもろこし

10位 ミニトマト ニラ キャベツ 水菜

●国保制度に関することは「健康福祉課国保年金係」へ
　　　　　　　　　　　　　　　  電話： 72-1173
●税額の算定に関することは「税務課課税係」へ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　  電話： 72-1128

納税通知書をご確認ください
　６月中旬に集合税の納税通知書を発
送していますので、国民健康保険に該
当する方は、内容をご確認のうえ納付
をお願いします。

問い合わせ先

国保税率が上がりました !国保税率が上がりました ! 国保税保健センターだよりvol.34
　平成 26 年度の国民健康保険税の税率を改正しました。山都町の国民健康保険（国保）特別会計は、
加入者の高齢化などにより医療費が伸び続けており、国保税収だけでは財源が足りず、財政調整基金を
取り崩し運営している状況です。
　現在、町で策定した「健康山都 21」計画に基づき、町民の皆さまの健康増進を図りながら、医療費削
減につなげたいと考えています。
　このたびは、厳しい経済状況のなかでの保険税引き上げとなりご負担をおかけしますが、皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いします。

　熊本県民健康・栄養調査の結果から成
人１人１日当たりの野菜摂取量は男性
266g、女性 255g と目標量の 350g に達し
ていません。野菜摂取量が少ない年代は、
男性は20歳代、女性30～ 40歳代でした。
あと１皿（100g）野菜を食べると目標量
の 350g に達します。

　○所得割は、前年度の所得にかかる税率
　○資産割は、当該年度の固定資産税にかかる税率
　○均等割は、被保険者１人あたりの税額
　○平等割は、１世帯あたりの税額

　ビタミンは、口から食べないと、体
の中で作られません。血管も細胞で
す。血管が傷むと細胞ががんになり
やすくなります。又細胞はがん遺伝
子の修理の役割を担うので細胞が傷
まないようにビタミンＡ、葉酸、ビタ
ミンＣを野菜から摂りましょう。

　食物繊維は水を含みやすく、粘着
力が大きいので余分な糖分やコレス
テロールが吸着され排便されます。
便量を増やし大腸がんを予防します。

①野菜に含まれるビタミンA、葉酸、ビタ
　ミンCはガン予防の役割があります。

野菜350gの仕事

熊本県民野菜の摂取量

②野菜に含まれる食物繊維は動脈硬
　化を予防する役割があります。

野菜の仕事を理解して１日350g食べる事を目標に
あと１皿（100g）ガン予防のために野菜を増やしましょう！

細胞が傷んで修理するときに必要

修理の役割を
担ってきた

どんな野菜に入っているのでしょう

特徴は
１　水を含みやすい
２　粘着力が大きい

３　便量を増やす
便の10～15%の量

血
管
も
細
胞
で
す

ビタミンA 葉　酸 ビタミンC

細　胞

ガン遺伝子
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277.4

262.2

292.8

219.6 219.8

糖やコレステロールが
吸着されるそのため吸
収されにくい

便量が少ないと便秘にな
りやすく、大腸がんの原
因にもなる
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放送受信料免除の基準 割引等の条件等

全額免除
「身体障害者手帳」「療育手
帳」「精神障害者保健福祉
手帳」のいずれかをお持ち
の方が世帯構成員の場合

世帯構成員全員が
市町村民税非課税

半額免除
免除障がい者の方が
世帯主の場合

身体障害者手帳〈１・２級〉
療育手帳〈Ａ１・Ａ２〉

精神障害者保健福祉手帳〈１級〉

会　長　緒方　省吾（山都町緑川）　　電話：０９６７－８２－２５６７
副会長　梶原　俊治（山都町鶴ヶ田）　電話：０９６７－８２－２１００

山都町障がい者家族会について山都町障がい者家族会について

　町内の精神・知的障がい者とその家族で構成する会です。
　この会は、社会の正しい精神・知的障がい保健福祉の知識を普及し、社会の偏見をなくすために努
力し、医療対策、社会復帰対策などの改善と充実を図るために活動し、また、障がい者とその家族の
親睦を図ることを目的としています。
　 精神・知的障がい者とその家族以外の方であっても、この会の趣旨に賛同する方も賛助会員として
会の活動に参加することができます。

　障がい者相談員とは、身体障がい並びに知的障がいをお持ちの方々へ福祉施策のより一層の充実を
図るため、相談に応じ、必要な助言をしていただく目的で町から委嘱を受けている人のことをいいます。
現在、山都町では、身体障がい者相談員が３名、知的障がい者相談員が１名委嘱を受け、相談を受け
付けています。相談内容は、秘密が厳守されます。困ったときはお気軽にご相談ください。

　家族会の活動に興味のある方、友達や相談相手をつくりたいという方または詳しい内容を聞いてみ
たいという方は会長の緒方または副会長の梶原までご連絡をお願いします。

※会員の方には年会費として1,200円いただいております。
　 年会費は家族会の活動費として使わさせていただきます。

　家族会では、交流会を中心に以下のような活動をしています。
　　・郡のレクリエーション教室（ペタンクなど）
　　・清掃活動　　　　　　・ふれあいピック（県主催）
　　・町家族会交流会（グラウンドゴルフ）
　　・クリスマス交流会　　・他市町村の家族会との交流会
　 この他にも、障がいについて学ぶ機会などもあります。
　 活動に参加することで、たくさんのお友達ができるだけでなく、お互いに意見交換する場ができる
ということも家族会活動の良いところです。

北中島1137番地 1
髙松　東二郎さん

75-0250

井無田1147番地 2
工藤　一利さん
82-2188

柳47番地
林　みち子さん
85-0406

鶴ケ田431番地 1
梶原　俊治さん
82-2100

○今月号からは障がい者手帳を
　お持ちの方に関連する各種割
　引制度を紹介していきます。
　今回はNHK放送受信料につ
　いて紹介します。

○山都町障がい者家族会とは…

○家族会ってどんな活動しているの？

○一緒に活動してみたい方はこちら !

　次回は有料道路通行料金割引制度について紹介します。

○申請場所
　・役場浜町事務所健康福祉課
　・清和総合支所健康福祉課
　・蘇陽総合支所健康福祉課

○必要な物
　印鑑

障がい者福祉だより障がい者福祉だより

身体障がい者・知的障がい者相談員の紹介

身体障がい者相談員 知的障がい者相談員

NO 氏 名 担当地区
1

矢
部
地
区

山下　哲哉 上川井野 川内 成君
2 本田　令子 横野 田所上 田所下 下川井野
3 佐藤佐代子 男成 稲生原 野尻
4 山崎信一郎 小笹 麻山前谷 麻山後谷
5 田中　邦子 入佐 入佐住宅  
6 甲斐　美鈴 畑 畑前田
7 松本　笑子 米内蔵 田吉 小原 長野
8 藤原　秀治 犬飼 新藤 小ヶ蔵 白石 相藤寺
9 田中むつ子 上菅上 上菅下 笈石 菅囲
10 辰本　清音 大多良 西尾 青石 目丸乙 目丸丙
11 中川　忠久 甲間 津留 舞津留 鶴ヶ淵 内大臣区
12 山本　兼治 牧野 白小野 名ヶ 荒谷
13 渡辺　　朔 万坂 藤木 勢井 (高須）
14 上田　圓雄 瀬峰 北川内
15 高山　明博 囲 柚木 (片布田）
16 松本加代子 三ヶ 葛原
17 渡邉　武男 北中島１区
18 渡邉今朝雄 北中島２区
19 志賀　　浩 金内
20 成瀬百合子 田小野 上鶴
21 大久保聖司 原 島木１区
22 荒木久美子 島木２区 島木３区 島木４区
23 山本　繁芳 下名連石上 西大矢
24 古閑比奈子 下名連石下
25 松井　榮光 一ノ瀬 稲生野
26 大林　福巳 御所 西谷 岩立 後迫 杉の鶴
27 大林　重典 黒川
28 本田　一子 下大川 中尾 片平 布田
29 青木　貞光 桐原 大川町
30 中原　秀行 梅木 大野 杉木 寺川
31 橋本　珠子 上司尾
32 藤川　誠二 市原 山田 芦屋田 長田 山中 園田

NO 氏 名 担当地区
33

矢
部
地
区

田上　興隆 南田 南田住宅
34 福田　弘子 千滝
35 熊川　久男 仲町上 仲町下
36 藤川　一喜 旧会所
37 豊田　正代 水道町 下市１区 下市２区
38 高宮加代子 浦川 下馬尾
39 滝口美智子 新町 水道町
40 田上　和子 主任児童委員
41

清
和
地
区

高木　敏勝 大川 平野
42 那須　　武 仁田尾 牛ヶ瀬 原尻 原尾野 鶴ヶ田大矢
43 藤本　幸治 鶴底 川口 川口大矢
44 古閑　高年 井無田 郷野原 郷野原大矢 長成
45 髙本　勝幸 安方 仏原 高月
46 田中　憲昭 米生 市の原 仮屋
47 大塚　吟子 須原 栃原 小峰 貫原
48 佐藤　　学 猪尾 尾野尻 鎌野
49 原田　良次 小中竹 楢原 木原谷 梅の木鶴 川の口
50 高岡　澄夫 栗林 滝下 湯鶴葉 舞岳 栗藤 沢津
51 片山たまみ 主任児童委員
52

蘇
陽
地
区

山崎富士男 長崎
53 秦　 俊 一 馬見原 岩尾野 鏡山
54 堀　カズ子 下番 下鶴 松葉 古園 一里木
55 安永　洋子 大野校区
56 福田　孝幸 塩原 菅尾 塩出迫 大久保
57 興梠富美夫 米迫 今 八木
58 森田　一男 柏 二瀬本
59 後藤　優誠 花上
60 山邊　正子 橘 下山
61 後藤美千代 高辻 高畑 東竹原 柳 梶原
62 松本　　始 旅草 長谷 玉目
63 興梠　文雄 上差尾 大見口 二津留
64 山口　春美 主任児童委員
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山都町役場
浜町事務所

千寿苑

※その他の事業所でAEDを設置されている所は
ご連絡いただきますようお願いいたします。

（保健センター「千寿苑」73-1600）

山
都
町
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

山
都
町
内
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所
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山都町図書館だより 声の灯り
ー82号ー

※ 蘇陽地区・花上多目的集会場は9月より巡回再開致します。
※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸し出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

★平成 26年7月のわくわく号運行予定★
蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
7月2日(水）  蘇陽南小学校（午後1時～）　馬見原保育園（午後1時30分～）
　　　　　     菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽小学校（午後3時～）
　　　　　     蘇陽キッズ（午後3時15分～）
7月3日(木)   ブルーベリーの家（午前10時15分～）　蘇望苑（午前11時～）
　　　　　     蘇陽総合支所（午後0時30分～）
　　　　　     蘇陽中学校（午後1時30分～）
　　　　　     ほたるの里（午後2時15分～）　大迫公民館（午後3時～）
7月4日(金)   スクランブル（午前10時30分～）
　　　　　     二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）
　　　　　     上差尾興梠商店（午後1時45分～）
　　　　　     菅尾まこと薬局駐車場（午後2時30分～）

矢部地区
　  月　日 　　　巡回場所・時間
7月16日(水)  金内公民館（午前9時45分～）
　　　　　　　こころ（午前10時30分～）
　　　　　　　島木のお店（午前11時15分～）
　　　　　　　白小野（午後1時～）
　　　　　　　万坂（午後1時30分～）
　　　　　　　改善センター（午後1時40分～）
　　　　　　　さくらんぼ愛園（午後2時10分～）
　　　　　　　大地（午後2時35分～）
7月17日（木）  稲生野（午前9時45分～）
　　　　　　　一の瀬（午前10時20分～）
　　　　　　　よってはいよ（午前11時～）
　　　　　　　あおぞら（午後1時35分～）
　　　　　　　富士ラーメン（午後2時～）
　　　　　　　白糸事務所（午後2時30分～）
　　　　　　　笈石（午後3時～）
　　　　　　　菅（午後3時20分～）
7月18日(金)  風ノ木（午前10時～）
　　　　　　　浜美荘（午前10時30分～）
　　　　　　　千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　　大矢荘（午後1時15分～）
　　　　　　　光露館（午後1時40分～）
　　　　　　　彩雲苑（午後2時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　巡回場所・時間
7月8日（火）  小峰保育園（午前10時～）  清和小学校（午前10時30分～）
　　　　　     清和総合支所（午後0時30分～）  清和中学校（午後1時～）
　　　　　     大川保育園（午後1時30分～）
7月9日（水） 原尻公民館（午前10時～）  花高原（午前10時30分～）
　　　　　     井無田公民館（午前11時～）
　　　　　     井無田診療所横（午前11時30分～）  支援ハウス（午後1時～）
　　　　　     清和児童育成クラブ（午後3時30分～）

図書館情報
 －読書とは、まだ体験していないことを体験することです－

●お問い合わせ・本館 ７３-１６１６  ・清和 ８２-３０３３  ・蘇陽 ７３-２７５５
●休館日：全館共通（月曜日・月末日・祝日・お盆・年末年始）

今月のおすすめの本

「新書」を読めば「今」がわかる！
　　　　－話題の新書本、もう読みましたか？－

図書館ボランティアピエロ

の会様よりソファの寄贈を

頂きました

　山都町グランドゴルフ協会矢部支部様より、図書
館活動に役立ててくださいと、寄付を頂きました。
心より御礼申し上げます。この寄付にて、たくさん
の絵本と児童書を購入させて頂きました。ただい
ま、図書館本館にて展示・貸出しを行っております。
すてきなお話がたくさんあります！ぜひ読みに来て
ください！

　ただいま図書館では「新書サイズ」の本が大人気です。現代社会のちょっとした疑問を詳しく解説した本や、
人気作家のエッセイのエッセイもあります。新書ってちょっと難しそう・・・と、思わずにどんどん手にとって
読んでみてください。

　図書館ボランティアピエロの会様より、可愛らし
いソファを寄贈して頂きました。心より御礼申し上
げます。絵本のコーナーに設置させて頂きました
ので、ゆっくりお話を楽しみたいときにご利用くだ
さい。ピエロの会の皆さんには毎週土曜日午後図
書館本館にて、ボランティアで絵本の読み語りなど
を行って頂いています。山都町の図書館活動に尽
力いただき本当にありがとうございます。

　野山には緑があふれ、うれしい季節
になりました。山菜や野草も沢山育っ
ていますね。探して楽しい、食べてお
いしい、新たな換金作物・食材として
も注目されている、山菜・野草をもっ
と活用しませんか。

山菜・野草の食いしん坊図鑑　
　　おすすめ103種の見分け方食べ方
　　　　　　　　松本則行編・著
 　　　　　　　　　　  農山漁村文化協会　NDC657

食の文化祭 “あるもん”が“ごっつぉ”
大野のごっつぉ大集合！！あの日の記録レシピ集
　　　　　　　　　　企画・制作協力合同会社
　　　　　　　　　　じゅんぐり舎

　旧大野小学校で昨年11月10日に開か
れた「大野のごっつぉ大集合！！」。その際並
んだ100皿もの地元料理は圧巻でした。
こちらはそのイベントの大野愛あふれる
レシピ集・記録集です。フィールドワーク
のまとめも掲載され、地域のことが細か
にわかるようになっています。白石地区、
神楽復活までの過程なども必見です。

「里山資本主義」
　　　藻谷浩介・角川書店
里山の可能性を考えたい方
におすすめ！

「聞く力」
　　阿川佐和子・角川書店
相手の本音を聞きだすには？
人間関係を円滑にしたい人に
おすすめ！

「大人の流儀」
　　　　伊集院静・講談社
こんな問題に大人なら、どう
向き合うのか。エッセイを読
みたくなった方におすすめ！

「くまモンの秘密」
　熊本県庁チームくまモン
　　　　　　・幻冬舎新書
あの人気キャラクターの秘密
が知りたい方におすすめ！
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そ
の
54

　

私
は
、
県
か
ら
希
少
野
生
生
物
の
調
査

員
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。
特
に
山
都
町
は
、

他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
希
少
な
野
生
生
物

が
多
い
。
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
動
物
も
多

く
生
息
し
て
お
り
、ほ
乳
類
で
は
４
種
（
カ

モ
シ
カ
と
ヤ
マ
ネ
は
天
然
記
念
物
）、
鳥
類

で
は
15
種
の
絶
滅
危
惧
種
が
山
都
町
で
確

認
さ
れ
て
い
る
。
昆
虫
や
植
物
に
至
っ
て

は
、
驚
く
程
の
数
に
な
る
。

　

九
州
中
央
山
地
一
帯
に
つ
い
て
は
、
特

に
国
見
岳
周
辺
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、

こ
の
数
年
間
は
土
砂
崩
れ
な
ど
で
林
道
が

通
行
止
め
に
な
り
復
旧
を
待
っ
て
い
た
。

国
有
林
を
管
理
す
る
森
林
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
５
月
の
連
休
に
は
林

道
の
通
行
止
め
を
解
除
す
る
と
の
情
報
を

得
、
連
休
に
調
査
を
実
施
し
た
。

　

林
道
に
入
り
し
ば
ら
く
進
む
と
、
緑
川

支
流
の
内
大
臣
川
が
見
え
て
き
た
。
急
峻

な
谷
の

下
を
流

れ
る
川

を
見
て
、

そ
の
水

量
の
少

な
さ
に

驚
い
た
。

林
道
の

先
に
あ

る
発
電

所
の
上

流
な
ら

ば
水
量

も
あ
る
だ
ろ
う

と
思
い
車
を
走

ら
せ
た
。

　

上
流
で
車
を

降
り
て
川
を
見

た
が
、
や
は
り

水
量
が
少
な

か
っ
た
。
例
年

な
ら
カ
ジ
カ
ガ

エ
ル
の
声
が
流

域
の
至
る
所
で

聞
か
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
日
は
数
個
体
の

声
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
山
都
町

内
に
お
い
て
は
、
緑
川
や
そ
の
支
流
の

上
流
域
で
よ
く
見
か
け
る
準
絶
滅
危
惧

種
の
カ
エ
ル
だ
。「
フ
ィ
フ
ィ
フ
ィ
フ
ィ

フ
ィ
・
・
・
」
と
軽
や
か
に
鳴
き
（
渓
流

の
歌
姫
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
鳴
く
の

は
オ
ス
で
あ
る
）、
川
に
行
く
と
い
つ
も
心

を
癒
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
カ
ジ
カ
ガ
エ

ル
が
10
年
ほ
ど
前
か
ら
個
体
数
が
減
り
始

め
て
い
る
。

　

川
の
水
量
は
、
上
流
の
山
の
状
態
に
関

係
し
て
い
る
。
国
見
岳
を
含
む
九
州
中
央

山
地
に
は
原
生
林
も
残
っ
て
い
る
が
、
周

辺
の
森
林
で
は
シ
カ
に
よ
る
食
害
が
著
し

い
。
下
草
の
ス
ズ
タ
ケ
な
ど
が
か
な
り
シ

カ
に
食
害
さ
れ
、
表
土
が
露
出
し
て
い
る

場
所
も
多
く
、
森
林
の
保
水
力
が
低
下
す

る
な
ど
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
影
響
が
多
く
の
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
野

生
生
物
に
及
ぶ
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

矢
部
郷
自
然
観
察
会　

代
表　

藤
吉　

勇
治

山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより山都警察署・署協議会だより
山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110山都警察署　TEL72ー 0110

　採用予定数は、各警察署、警察本部などの警察施設で配布している受験
案内・受験申込書又は熊本県警察ホームページで確認してください。
　これからの熊本を背負い、県民の安全・安心を担う人材を募集しています！
 　詳しい問い合わせや、ご質問等は「山都警察署総務係」
までお願いします。（７２－０１１０　内線２１１・２１２）

　平成 23年以降、山都町内において、６件の山岳
遭難事故が発生し、その内、３人の方が亡くなられ
ています。山岳遭難事故防止のため、登山に際して
は、下表記載のとおり、余裕ある計画、登山届の確
実な提出をお願いします。

※登山届については、警察署若しくは役場への
提出をお願いします。

山都町防犯協会では、今年９月に書記の採用を予定しています。
詳しくは折込の「採用案内」をご参照ください。

１　余裕のある計画を立てていますか。
２　登山届の提出は済んでいますか。
３　家族や知人に登山日程を連絡しましたか。
４　気象情報を確認しましたか。
５　地図、コンパス、ＧＰＳ等を準備していますか。
６　食料品、飲料水は余分に用意していますか。
７　雨合羽、ライト、携帯電話（予備電池も）、防寒具を

携行していますか。

犯罪・交通事故発生状況（山都町）
事件・事故 平成26年５月末
刑法犯 24件 （17件）

人身交通事故 11件 （13件）
※（）内は昨年同時期の発生状況

警察職員大募集！！ 山岳遭難事故の防止

登山前の安全チェック

試験区分 警察官B（男性・女性） 警察事務
願書配付 ６月中旬 ６月中旬

受付期間

８月11日（月）
～８月29日（金）

※インターネットによる受付
８月11日（月）
～８月26日（火）

８月11日（月）
～８月29日（金）

※インターネットによる受付
８月11日（月）
～８月26日（火）

第１次
試験

試験日 10月19日（日） ９月28日（日）
試験内容 教養・作文 教養・適性
合格発表 10月下旬 10月上旬

第２次
試験

試験日

体力
適正

11月 15日（土）
11月 16日（日） 作文 10月 25日（土）

面接 11月 22日（土）
～11月 25日（火） 面接 11月１日（土）

11月２日（日）
合格発表 12月上旬 11月中旬

第３次
試験

試験日
合格発表

受験資格

●18歳～27歳の方（昭和62年
４月２日～平成９年４月１日生）
ただし、学校教育法による大学
（短期大学を除く）を卒業又は平
成27年３月末までに卒業見込
みの方（人事委員会が同等の資
格があると認める方を含む）は
受験できません

●18歳～21歳の方（平成５年４月
２日～平成９年４月１日生）
ただし、学校教育法による大学（短
期大学を除く）を卒業又は平成27
年３月末までに卒業見込みの方
（人事委員会が同等の資格がある
と認める方を含む）は受験できま
せん

キャンペーン標語：「伝えたい　土砂の怖さと　治山の役目」
期  間：平成26年５月20日（火）～平成26年６月30日（月）

～普段から、いざという時のために～
　山崩れが起こる場所、危険箇所をよく注意し
てみると、危険信号と思われる変化が現れる場
所が多くあります。普段から注意して見ておき
ましょう。
　また、避難場所、避難経路についても日頃か
ら家族や地域ぐるみで確認し合うとともに、降
雨時にはテレビなどの気象情報に十分注意を払
いましょう。
　上記の危険信号を感じたら、山都町役場農林
振興課または上益城地域振興局林務課まで連絡
してください。もし、災害が起こったら、すぐ
に避難してください。

〔連絡先〕
　山都町役場農林振興課
　ＴＥＬ（直通）７２－１１３６
　上益城地域振興局林務課
　ＴＥＬ（直通）０９６－２８２－０３３３

山地災害防止山地災害防止
キャンペーン実施中キャンペーン実施中
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★
ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
★

蘇陽小学校運動会
日時:6月7日（土）
蘇陽小学校運動会
日時:6月7日（土）

思
い
出
あ
る
母
校
へ

　
　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

新
緑
の
お
茶
で
、

　
　
　
　

ホ
ッ
と一息

　
６
月
６
日
、
矢
部
小
学
校
へ
小
切
手

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
小
切

手
を
送
っ
た
の
は
新
垣
誠
福
さ
ん
（
名

護
市
在
住
）。
戦
時
中
に
こ
の
町
へ
疎

開
さ
れ
、
矢
部
小
学
校
に
在
学
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
世
話
に
な
っ
た

小
学
校
へ
何
か
恩
返
し
が
し
た
い
と
こ

れ
ま
で
も
図
書
券
な
ど
を
贈
ら
れ
て
お

り
、
今
年
も
ま
た
小
切
手
を
贈
ら
れ

ま
し
た
。
当
日
は
新
垣
さ
ん
の
同
級
生

も一緒
に
訪
れ
、
昨
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た
図
書
券
で
購
入
し
た
本
を
並
べ
た

「
新
垣
文
庫
」
の
前
で
小
切
手
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

八
十
八
夜
の
５
月
２
日
、
山
都
町

茶
振
興
会
に
よ
る
献
茶
祭
が
小
一
領

神
社
で
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。神
事

で
は
、
町
内
の
お
茶
農
家
を
は
じ
め

関
係
者
が
多
数
参
加
し
、
今
年
の
お

茶
の
豊
作
と
、
売
れ
行
き
の
好
調
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日
の
５

月
３
日
に
は
、中
島
の
製
茶
工
場

前
で
お
茶
カ
フ
ェ
を
開
催
。昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
の
取
り
組

み
は
、お
茶
の
美
味
し
さ
や
香
り

を
色
ん
な
人
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。来
場

者
の
中
に
は
た
ま
た
ま
国
道
を

通
行
し
て
い
た
方
が
、立
ち
寄
る

姿
も
見
ら
れ
、盛
況
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
５
月
25
日
は
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
、新
茶
ま
つ
り
。通
潤

橋
前
広
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
出
来
た
ば
か
り
の

新
茶
の
販
売
や
、茶
の
手
も
み
体

験
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、矢
部
高
校

茶
道
部
に
よ
る
茶
道
の
振
る
舞

い
、多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
、蘇
陽
林
業
者
等
健
康
増

進
施
設
で
Ａ
Ｊ
Ｔ
Ａ（
玉
入
れ
）
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
回
目
と
な
る
本
大
会
に
は
町
内

外
か
ら
総
勢
16
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
１
０
０
個
の
玉
を
高
さ

約
４
ｍ
の
高
さ
に
あ
る
籠
へ
目
掛
け

て
投
げ
込
み
、
そ
の
タ
イ
ム
を
競
い

ま
す
。

　

開
始
前
か
ら
玉
を
投
げ
込
み
や
す

い
よ
う
に
準
備
し
た
り
、な
か
な
か
玉

が
入
ら
ず
に
悪
戦
苦
闘
す
る
チ
ー
ム

も
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
で

　
　
　
　

田
植
え
体
験
を

　

５
月
26
日
、
蘇
陽
南
小
学
校
児
童

に
よ
る
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
世
代
間
交
流
の
一
環

と
し
て
馬
見
原
東
部
老
人
ク
ラ
ブ
が

約
20
年
前
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
同
校
の
５
年
生
16
人
が

馬
見
原
地
区
に
あ
る
田
ん
ぼ
を
借
り

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
田

植
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
要
領
を
得

る
と
次
々
と
苗
を
植
え
て
い
ま
し

た
。
児
童
の
一
人
か
ら
は
、
「
は
じ

め
は
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
気
持
ち
悪

か
っ
た
が
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
楽

し
く
な
っ
て
き
た
。
」
と
言
っ
た
感

想
が
出
て
い
ま
し
た
。

か
ご
目
掛
け
て一球
入
魂
！？

真剣に苗を植える児童たち

４ｍほどの高さにあるかご目掛けて玉を投げ込みました。

「新垣文庫」前で小切手の贈呈がありました。
（写真中央が新垣さん。）

小一領神社で神事が執り行われました。

矢部高校茶道部による
茶道の振る舞い

五種類のお茶の
利き名人は？

新茶の手もみ体験
釜炒り茶の
体験コーナー

訪れたお客さんへ
新茶の振る舞い

清和地区春季ナイターソフトボール大会第9回 山都町協会長杯バレーボール大会
５月１６日、５月２０日、５月２７日
　優　勝　　ウエスト仁田尾
　準優勝　　牛ケ瀬パイレーツ
　三　位　　郷野原球友会

６月９日～６月１１日
～男子の部～
　優　勝　　中島東部
　準優勝　　下名連石
　三　位　　御所、中島南部

優勝したウエスト仁田尾チーム女子の部で優勝したワンズ男子の部で優勝した中島東部

～女子の部～
　優　勝　　ワンズ
　準優勝　　中島
　三　位　　御岳

両団長による選手宣誓
運動会と言ったらまずは徒競走

１，２，３年生が元気に子どもハイヤ節

４，５，６年生によるひと味違った技巧走
子どもが応援してるから負けられない

６年生の力が勝敗を決する 下級生をしっかりリードします

紅白玉入れ競争！？

ふるさとを
イメージ
した組体操

保護者も交えて「蘇陽音頭」
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平
成
26
年
度　

山
都
町
ま
ち
づ
く
り

事
業
補
助
金
事
業　

２
次
募
集

１　

補
助
の
趣
旨

　

住
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
援
す

る
た
め
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

２　

補
助
対
象
事
業

　

⑴
ま
ち
づ
く
り
事
業

ア
専
門
家
等
を
招
へ
い
し
て
行
う
講
習
会
等

イ
広
く
一
般
の
者
が
参
加
で
き
る
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

ウ
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
を
図
る
事
業

エ
イ
ベ
ン
ト
・
交
流
事
業
（
同
一
の
も
の
は
１

年
限
り
）

⑵
研
修
事
業　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
住
民
自
ら

が
企
画
す
る
研
修
（
同
じ
者
の
申
請
は
２
年
度

限
り
）

（
注
）
同
一
年
度
内
に
お
い
て
は
、
１
団
体
１
事
業

ま
で
し
か
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

３　

補
助
金
交
付
対
象
者

　

⑴
ま
ち
づ
く
り
事
業

　

主
た
る
活
動
の
場
が
町
内
で
あ
る
構
成
員
が

５
人
以
上
の
団
体
（
た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と

し
た
団
体
、
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
し
た

団
体
、
特
定
の
公
職
者
及
び
政
党
を
支
持
ま
た

は
反
対
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
、
暴
力

団
及
び
そ
の
統
制
下
に
あ
る
団
体
、
自
治
振
興

区
は
対
象
外
）

　

⑵　

研
修
事
業

　

主
た
る
活
動
の
場
が
町
内
で
あ
る
構
成
員
が

５
人
以
上
の
団
体
（
上
記
と
同
）
及
び
山
都
町

民
個
人

４　

補
助
率
及
び
補
助
金
額

区分
ま
ち
づ
く
り
事
業

研
修
事
業

補助率
４
分
の
３
以
内

（
千
円
未
満
端
数
切
捨

て
）

３
分
の
２
以
内

（
千
円
未
満
端
数
切
捨

て
）

お
し
ら
せ
版
限 度 額

５
万
円
以
上
50
万
円

ま
で

１
人
あ
た
り
１
万
円
以

上
10
万
円
ま
で

１
団
体
あ
た
り
５
人

ま
で

（
注
）
補
助
金
は
、
町
の
予
算
（
670
千
円
）
の
範
囲
内

で
交
付
し
ま
す
。

５　

補
助
対
象
経
費

⑴
ま
ち
づ
く
り
事
業　

補
助
対
象
に
要
す
る
経
費

（
た
だ
し
、
補
助
事
業
者
自
ら
の
運
営
に
要
す
る

経
費
と
食
料
費
は
対
象
外
）

⑵
研
修
事
業　

補
助
要
綱
に
定
め
る
規
定
に
よ
り

算
定
し
た
旅
費
（
行
程
に
基
づ
き
役
場
で
算
定

し
ま
す
）

（
注
）・
補
助
金
交
付
決
定
後
か
ら
の
支
払
に
か
か

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

・
山
都
町
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
以
外
の
国
、

県
等
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
そ
の
国
、
県
等
の
補
助
金
を
除
い
た
額

を
補
助
対
象
経
費
と
し
ま
す
。

６　

申
請
方
法
等

⑴
募
集
期
限　

平
成
26
年
７
月
28
日
㈪

⑵
申
請
書
提
出
先　

役
場　

企
画
振
興
課

⑶
申
請
書
類　

補
助
金
交
付
申
請
書
、事
業（
研
修
）

計
画
書
、
収
支
予
算
書
（
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

み
）、
団
体
の
規
約
ま
た
は
団
体
調
書

⑷
事
業
完
了
後
30
日
以
内
に
、
実
績
報
告
書
、
事

業
（
研
修
）
報
告
書
、
収
支
精
算
書
・
領
収
書

の
写
し
（
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
み
）、
写
真
な
ど

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
振
興
課 

振
興
係　

電
話
73

－

０
４
１
０

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

公
営
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

家
賃
月
額
は
、
入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
次
の
範

囲
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
場
所
及
び
家
賃
月
額

▽
上
司
尾
団
地
（
上
寺
）

　
（
１
戸
募
集
・
昭
和
45
年
度
建
設
）

３
，
６
０
０
円
〜
７
，
０
０
０
円

▽
牧
野
団
地
（
牧
野
）

　
（
１
戸
募
集
・
昭
和
54
年
度
建
設
）

８
，
１
０
０
円
〜
１
４
，
９
０
０
円

▽
今
団
地
（
今
）

　
（
１
戸
募
集
・
昭
和
61
年
度
建
設
）

１
４
，
０
０
０
円
〜
２
７
，
５
０
０
円

▽
元
柏
団
地
（
柏
）

　
（
１
戸
募
集
・
昭
和
56
年
度
建
設
）

１
１
，
４
０
０
円
〜
１
７
，
５
０
０
円

▼
入
居
の
資
格

ア　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
基
準
の
所

得
を
超
え
な
い
こ
と
。（
た
だ
し
、
月
額
の
所
得

で
一
般
世
帯
は
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下
、
高

齢
者
・
障
害
者
・
小
学
校
に
入
る
ま
で
の
子
供

が
い
る
世
帯
等
は
２
１
４
，
０
０
０
円
以
下
の

所
得
で
あ
る
こ
と
。）

※
月
額
の
所
得
…
所
得
金
額
か
ら
扶
養
等
控
除
し

た
額
を
12
月
で
除
し
た
額

イ　

単
身
入
居
の
場
合
は
、
昭
和
31
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
、
障
害
者
、
生
活
保
護
者
等
。

ウ　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

エ　

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

オ　

申
込
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と
。

▼
受
付
期
間

６
月
30
日
㈪
〜
７
月
11
日
㈮

（
土
・
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

▼
申
込
時
提
出
書
類

入
居
申
込
書
、
入
居
者
全
員
の
住
民
票
と
所
得
証

明
書
、
納
税
証
明
書

※
受
付
期
間
内
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と

▼
抽
選
日

７
月
23
日
㈬
午
前
10
時

山
都
町
役
場　

白
糸
事
務
所　

（
本
人
又
は
代
理
人
が
必
ず
立
会
う
こ
と
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
（
72

－

１
１
４
５
）

清
和
総
合
支
所
建
設
水
道
課
（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
総
合
支
所
建
設
水
道
課
（
83

－

１
１
１
１
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▼
場
所
及
び
家
賃
月
額

※
別
途
、
共
益
費
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
和
の
杜
団
地
（
須
原
）

　
（
１
戸
募
集
・
平
成
11
年
度
建
設
）３

１
，
０
０
０
円

▽
和
の
杜
団
地
（
須
原
）

　
（
１
戸
募
集
・
平
成
15
年
度
建
設
）３

８
，
０
０
０
円

▽
そ
よ
風
ハ
イ
ツ
（
柏
）

　
（
１
戸
募
集
・
平
成
８
年
度
建
設
）３

１
，
０
０
０
円

▽
馬
見
原
川
鶴
団
地
（
馬
見
原
）

　
（
１
戸
募
集
・
平
成
11
年
度
建
設
）３

８
，
０
０
０
円

▼
入
居
の
資
格

ア　

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
若
し
く
は
事
業
場

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と

イ　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

ウ　

月
額
の
所
得
が
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上
、

４
８
７
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
所
得
金
額
か
ら
扶
養
等
控
除
し
た
額
を
12
月
で

除
し
た
額

エ　

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

オ　

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

カ　

申
込
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力

団
員
で
な
い
こ
と

▼
受
付
期
間

６
月
30
日
㈪
〜
７
月
11
日
㈮

（
土
・
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
）

▼
申
込
時
提
出
書
類

入
居
申
込
書
、
入
居
者
全
員
の
住
民
票
と
所
得
証

明
書
、
納
税
証
明
書

※
受
付
期
間
内
に
必
ず
提
出
す
る
こ
と

▼
抽
選
日

７
月
23
日
㈬
午
前
10
時

山
都
町
役
場　

白
糸
事
務
所　

（
本
人
又
は
代
理
人
が
必
ず
立
会
う
こ
と
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
（
72

－

１
１
４
５
）

清
和
総
合
支
所
建
設
水
道
課
（
82

－

２
１
１
１
）

蘇
陽
総
合
支
所
建
設
水
道
課
（
83

－

１
１
１
１
）

八

朔

小

町

の

募

集

　

９
月
開
催
予
定
の
八
朔
祭
の
「
八
朔
小
町
」
を
募

集
し
ま
す
。
活
動
内
容
は
八
朔
祭
の
Ｐ
Ｒ
や
、
八
朔

当
日
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

▼
対
象
者

町
内
居
住
者
又
は
、
町
内
勤
務
の
18
歳
以
上
の
未

婚
女
性

▼
申
込
期
限

　

７
月
11
日
㈮

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
都
町
商
工
会
（
７
２
―
０
１
８
６
）

【
商
工
観
光
課
（
７
２
―
１
１
５
８
）】

福

祉
・

法

律

相

談

所

　

日
々
の
生
活
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
相
談
窓
口
が
福
祉
・
法

律
相
談
所
で
す
。
相
談
は
無
料
。
相
談
内
容
の
秘
密

募

集

相

談

窓

口

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
内
容
に
よ
り
関
係
機
関
へ
の

紹
介
も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
相
談
所

　

▼
期
日

　
　

７
月
３
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

▼
会
場

　
　

千
寿
苑
、
清
楽
苑
、
蘇
陽
総
合
支
所

■
法
律
相
談
所

　

▼
期
日

　
　

７
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

▼
会
場

　
　

千
寿
苑

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
82

－

３
３
４
５
）

【
健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）】

６
月
は
「
心
の
き
ず
な
を
深
め
る
月
間
」

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
は
、
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
い
じ
め
を
し
て
い
る
人
を
見
て
、注
意
を
す
る
と
、

自
分
が
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
を
さ
れ
る
か
ら
知
ら

な
い
振
り
を
し
て
お
こ
う
。」
と
、
黙
っ
て
見
て
い
る

人
も
、
い
じ
め
を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

い
じ
め
や
差
別
は
、
見
よ
う
と
す
る
心
が
な
け
れ

ば
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
の
立

場
に
立
っ
て
、
少
し
勇
気
を
出
し
て
「
い
じ
め
を
や

め
よ
う
！
仲
間
は
ず
し
を
や
め
よ
う
！
」
と
言
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
い
じ
め
や
仲
間
は
ず
し
は
子
ど

も
達
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
大
人
社
会
の
中
に
も

あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
周
り
を
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
職
場
や
地
域
の
中
で
も
話
し
合
い
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
温
か
い
輪
を
つ
な
ぎ
、
人
と
人
と
の
絆
を

深
め
て
い
く
こ
と
で
、
い
じ
め
が
起
こ
ら
な
い
、
心

の
居
場
所
と
な
る
学
校
、
家
庭
、
地
域
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
窓
口

▽
熊
本
県
子
ど
も
い
じ
め
相
談
電
話

　
（
０
５
７
０

－

07

－

０
８
１
０
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※
休
日
は
24
時
間

▽
熊
本
県
教
育
庁
教
育
指
導
局
義
務
教
育
課

　
（
０
９
６

－
３
８
１

－

８
０
０
０
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※
平
日
の
み

【
学
校
教
育
課
（
72

－

０
４
４
３
）】

ひ
と
り
親
の
皆
さ
ま
へ

介
護
支
援
専
門
員
受
験
準
備
講
習

　

ひ
と
り
親
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た
介
護
支
援

専
門
員
受
験
の
準
備
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

　

７
月
24
日
㈭

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

９
月
11
日
㈭

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所

　

熊
本
県
母
子
休
養
ホ
ー
ム
し
ら
ゆ
り
会
館

　
（
熊
本
市
）

▼
内
容

　

模
擬
試
験
、
試
験
解
説
な
ど

▼
対
象

　

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
、
寡
婦

　

・
講
習
の
両
日
と
も
出
席
で
き
る
方

　

・
平
成
26
年
度
熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験
を
受
講
予
定
の
方

▼
定
員

　

25
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
託
児

　

２
歳
〜
小
学
校
低
学
年
（
要
相
談
）

▼
申
込
締
切

　

７
月
３
日
㈭

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

消

防

設

備

士

試

験

　

平
成
26
年
度
の
消
防
設
備
士
試
験
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
試
験
日

　

▽
第
１
回

　
　

９
月
７
日
㈰

　

▽
第
２
回

　
　

９
月
14
日
㈰

▼
試
験
地

　

熊
本
市

▼
試
験
の
種
類

　

甲
種
全
類
お
よ
び
乙
種
全
類

▼
願
書
配
置
場
所 お

知

ら

せ

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
上
益
城

消
防
本
部
、
県
下
消
防
本
部

※
７
月
１
日
以
降

▼
願
書
受
付
期
間

　

▽
書
面
申
請

　
　

７
月
22
日
㈫
〜
７
月
31
日
㈭

　

▽
電
子
申
請

　
　

７
月
19
日
㈯
〜
７
月
28
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　
（
０
９
６

－

３
６
４

－

５
０
０
５
）

【
総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）】

平
成
26
年　

経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査　

商
業
統
計
調
査

　

平
成
26
年
７
月
１
日
を
基
準
日

に
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基

礎
調
査
と
平
成
26
年
度
商
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
頂
き
、
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
、
経
済
セ
ン
サ
ス
の
目
的

　

経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
事
業
所
及
び
企
業
の
産
業

や
規
模
の
基
本
的
構
造
、
活
動
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

　

産
業
構
造
、
活
動
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
と
し
た
各
種
統
計
調

査
な
ど
に
必
要
な
母
集
団
情
報
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

２
、
商
業
統
計
調
査
の
目
的

　

商
業
統
計
調
査
は
、
商
業
事
業
所
（
卸
売
、
小

売
業
）
を
営
む
事
業
所
の
産
業
別
、
商
品
販
売
額

な
ど
を
把
握
し
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
に
す

る
も
の
で
す
。

　

商
業
に
関
す
る
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

３
、
調
査
の
対
象

　

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
及
び
企
業
を
対
象
と
し

ま
す
。

４
、
調
査
の
期
日

　

調
査
は
、
平
成
26
年
７
月
１
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

５
、
調
査
の
方
法

　

調
査
員
が
対
象
と
な
る
事
業
所
、
企
業
を
訪
問

し
調
査
票
の
配
付
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
回
答

済
の
調
査
票
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
調
査
に
回

答
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

６
、
調
査
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
先

　

調
査
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

平
成
26
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス

－

基
礎
調
査
及
び
商

業
統
計
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

０
１
２
０

－

０
７
０
１

－

７
０
（
通
話
料
は
無
料
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
右
記
に
接
続
で
き
な
い
場
合

０
５
０

－

３
７
８
６

－

５
９
３
９
（
有
料
）

設
置
期
間
：

　

平
成
26
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日

受
付
時
間
：

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

ま
た
は
、

　

山
都
町
役
場　

企
画
振
興
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
73

－

０
４
１
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
73

－

１
９
８
８

E-m
ail

：kikaku@
tow
n.kum

am
oto-yam

ato.
lg.jp

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と

海
づ
く
り
デ
ー
」
一
斉
清
掃
活
動

　

県
で
は
ふ
る
さ
と
の
川
と
海
を
守
り
、
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
下
一
斉
に

川
や
海
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

山
都
町
で
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
一
斉
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時

　

７
月
21
日
㈪　

午
前
７
時
〜

▼
会
場

　

矢
部
地
区
…
町
営
中
央
体
育
館
前

　

清
和
地
区
…
町
営
清
和
体
育
館
前

　

蘇
陽
地
区
…
蘇
陽
総
合
支
所
前

▼
注
意
事
項

・
ゴ
ミ
袋
は
当
日
各
拠
点
会
場
に
て
配
布
し
ま
す
。

軍
手
等
の
配
布
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

・
集
め
た
ご
み
は
分
別
を
さ
れ
、
拠
点
会
場
に
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
ご
み
は
小
峰
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
前
10

時
30
分
の
間
に
直
接
搬
入
を
さ
れ
る
か
、
翌
日
以

降
に
分
別
を
し
て
、
各
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
熱
中
症
予
防
の
た
め
帽
子
や
タ
オ
ル
、
飲
料
等
を

持
参
く
だ
さ
い
。

・
事
故
、
怪
我
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
住
民
環
境
課
（
72

－

０
７
６
７
）】

講

演
・

講

習

イ

ベ

ン

ト
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8020達成者紹介　第２弾

４歳児歯科検診４歳歳 歯科検診４歳児歯科検診診
ぼく・わたし むし歯なかったヨ！ぼく・わたし むし歯なかったヨ！

歯が残せた理由
・１日３回歯みがきをし
ている。昔はとうきび
飯を食べてきた。

歯が残せた理由
・夜１回しか歯を磨かな
い間食をしない規則正
しい生活。母が長生き
で歯が強かった。

歯が残せた理由
・歯の手入れをよくして
いた。

歯が残せた理由
・50 歳代のころ、歯を水でき
れいにする機械を買って、手
入れをした。40 歳代ではむし
歯ができたがすぐ治療をした
のが良かったのだろう。

歯が残せた理由
・特にないが、川のそば
に住んでいるので川魚
を骨まで食べていたか
ら。

歯が残せた理由
・晩酌のつまみをイリコ
にしている。カルシウ
ムが摂れて良かったの
だろう。

歯が残せた理由
・食べたら歯みがきを
すること。また子ども
の頃は甘い物は食べな
かったから。

歯が残せた理由
・母親が 100 歳だが、自
分の歯のみ。歯磨きは
朝１回だけである。

8020達成者を探しています！
「自分も 80歳以上で歯が 20本以上残ってる！」という方は、是非、最
寄りの保健センター・健康福祉課までご連絡ください。

矢部保健センター千寿苑　　　TEL：７３－１６００
清和保健センター　　　　　　TEL：８２－２９００
蘇陽総合支所　　　　　　　　TEL：８３－１１１１

歯が残せた理由
・歯磨きを１日３回行っ
ている。魚をよく食べ
たから。

歯が残せた理由
・特に理由は何もないが、
今現在、何でも食べら
れ元気で体を動かせる
のがいい。

歯が残せた理由
・朝と晩、食後に毎日歯
を磨くこと。

歯が残せた理由
・父親が歯が丈夫だっ
たからだと思う。子ど
もの頃もむし歯は、な
かった。

歯が残せた理由
・特に思い当たらない。
他の人が歯がなくなっ
たと聞くと自分は歯が
あってよかったと思う。

21 20



～ ７月ギャラリーのご案内 ～

「赤崎一雄の落葉と
カフェとコスメ展」
平成26年７月１日（火）　　
　　　　～31日（木）まで

水曜日定休日

　絵の具を使わず、落ち葉
と珈琲と、そして、コスメ
ティック（化粧品）で絵を
描いています。
　今回はその３種類の絵を
展示します。
【出展者】　　　　　　　　
ゆめの実工房　赤崎一雄

５
月
24
日
、
矢
部
中
学
校
体
育

館
で
第
19
回
「
５
・
23
差
別
を
な

く
す
山
都
地
区
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
約
７
０
０
人
の
参
加

者
が
あ
り
ま
し
た
。
本
集
会
は
部

落
差
別
を
は
じ
め
、
い
じ
め
や
仲

間
は
ず
し
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
り
な
が

ら
、大
人
も
共
に
学
び
合
う
場
で
す
。

開
会
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
務

め
た
の
は
、
矢
響
太
鼓
（
や
き
ょ

う
だ
い
こ
）。
児
童
館
で
の
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
、
力
強
い
バ
チ

さ
ば
き
で
披
露
し
ま
し
た
。

同
和
保
育
園
の
園
児
、
先
生
は

「
ど
ろ
ん
こ
と
た
い
よ
う
」「
つ
ば

め
に
な
っ
て
」「
さ
ん
ぽ
」
を
爽
や

か
に
合
唱
し
ま
し
た
。

矢
部
同
研
サ
ー
ク
ル
は
問
題
提

起
と
し
て
浜
田
知
明
の
銅
版
画
「
ボ

タ
ン
」
を
ス
ラ
イ
ド
に
映
し
出
し

反
戦
平
和
問
題
を
取
り
上
げ
、
大

衆
感
覚
が
麻
痺
し
た
人
間
の
考
え

方
ひ
と
つ
で
「
戦
争
か
平
和
」
か

に
分
か
れ
る
と
・
・
・
今
日
の
状

況
に
照
ら
し
て
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
解
放
子
ど
も
会
小
学
部
・

蘇
陽
南
小
学
校
・
蘇
陽
小
学
校
か

ら
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
蘇

陽
南
小
学
校
は
千
興
フ
ァ
ー
ム
で

の
肉
に
な
る
ま
で
を
見
学
し
食
べ

物
の
「
命
」
に
つ
い
て
発
表
。
蘇

陽
小
学
校
か
ら
は
「
こ
ん
ぴ
ら
さ

ん
の
す
も
う
」
を
勉
強
し
、
昔
の

人
は
ム
ラ
の
人
を
阻
害
視
し
て
き

た
こ
と
等
、
差
別
の
お
か
し
さ
を

訴
え
ま
し
た
。
特
に
解
放
子
ど
も

会
は
、
部
落
問
題
早
期
解
決
の
た

め
に
行
わ
れ
た
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト

ラ
イ
キ
に
つ
い
て
勉
強
。

遠
く
内
大
臣
か
ら
営
林
署
職
員

の
方
々
が
、「
連
帯
」
と
し
て
応
援

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
か
ら
聞
き
取
り
を

し
て
学
ん
だ
事
を
、
ス
ラ
イ
ド
と

自
分
た
ち
で
書
い
た
絵
と
道
路
を

使
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

１
・
自
分
が
闘
っ
て
い
な
い
と
、

差
別
は
見
え
な
い
。
差
別
が

な
く
な
る
ま
で
闘
う

１
・
石
川
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
、
忘
れ
る
な

１
・
差
別
と
た
た
か
う
人
に
な

ろ
う

１
・「
人
権
条
例
」
を
実
効
あ
る

も
の
に
し
よ
う

１
・
学
力
保
障
・
進
路
保
障
、

私
た
ち
の
闘
い
で
こ
ど
も
の

未
来
を
切
り
拓
こ
う

小
学
生

○
ぼ
く
も
き
め
つ
け
ら
れ
た
と
き
が
あ

っ
た
。
ち
が
う
ち
が
う
と
い
い
ま
し

た
。
で
も
き
い
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ぼ
く
は
き
め
つ
け
ら
れ
た
ら
、

ち
が
う
、
こ
の
ひ
と
じ
ゃ
な
い
と
い

い
た
い
。

○
じ
っ
さ
い
差
別
さ
れ
た
人
に
ち
ょ
く

せ
つ
聞
け
て
と
て
も
べ
ん
き
ょ
う
に

な
り
ま
し
た
。

○
差
別
は
な
く
さ
な
い
と
、
と
思
い
ま

し
た
。
小
学
生
が
し
っ
か
り
発
表

で
き
て
い
た
の
が
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

中
学
生

○
こ
ん
な
集
会
は
と
て
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
一
人
一
人
が

「
差
別
は
い
け
な
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
る
ま
で
、
こ
う
い
う
集
会
に
参

加
し
て
い
く
の
は
大
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。

○
内
大
臣
に
か
れ
葉
剤
が
ま
か
れ
る
の

を
、
そ
し
す
る
た
め
に
、
命
を
か

け
て
守
っ
た
の
で
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

○
後
で
思
っ
た
こ
と
は
、
部
落
差
別
の

解
決
は
、
国
の
責
任
で
起
き
た
こ
と

で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
21
世
紀
を
人
権

の
世
紀
と
す
る
た
め
、
涙
の
努
力
が

積
み
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
み
ん
な
で
、
い

じ
め
を
な
く
し
、
な
か
ま
は
ず
し
や

け
ん
か
を
な
く
す
た
め
に
、
世
界
中

の
ひ
と
た
ち
で
運
動
や
リ
ボ
ン
登
校

と
か
、
し
て
い
き
た
い
で
す
。

一
般
20
代

○
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
解
放
子
ど

も
会
の
解
放
学
習
が
す
ご
く
影
響
が

あ
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
違
っ
て
い
て
も
、
子
ど
も
達
が

人
権
学
習
を
通
じ
て
「
人
権
」
に
向

き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。

一
般
30
代

○
子
ど
も
の
発
表
を
通
し
て
大
人
が
考

え
る
機
会
と
な
る
と
て
も
い
い
集
会

で
あ
る
と
思
い
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
改
め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
・
教

育
関
係
者
の
参
加
が
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
一
般
の
人
た
ち
に
も
広
げ
て

い
く
よ
う
に
、
さ
ら
に
啓
発
し
て
ほ

し
い
で
す
。

○
差
別
や
人
権
に
対
す
る
子
ど
も
達
の

熱
い
気
持
ち
が
伝
わ
る
集
会
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

一
般
40
代

○
山
都
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
だ
け
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
人
権
に
つ
い
て

毎
年
勉
強
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
い
じ
め
」
が
あ
る
こ
と
は

本
当
に
残
念
で
す
。
一
人
一
人
が
周

り
の
人
を
大
切
に
思
え
る
町
に
な
る

様
、
こ
れ
か
ら
も
啓
発
が
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。

一
般
50
代

○
こ
ど
も
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

で
も
、
多
く
の
お
と
な
は
判
断
し
て

い
る
は
ず
な
の
に
、
行
動
と
な
る
と
、

し
が
ら
み
を
計
算
し
て
要
領
よ
く
た

ち
ま
わ
っ
て
い
る
と
思
う
。
部
落
解

放
運
動
や
同
和
教
育
に
で
あ
い
、
学

ぶ
こ
と
、
で
自
ら
が
解
か
れ
て
い
く

喜
び
を
も
う
一
度
思
い
出
し
進
ん
で

行
き
ま
す
。

○
意
見
発
表
が
多
く
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
積
極
的
な
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

一
般
60
代

○
こ
の
よ
う
な
集
会
を
通
し
て
差
別
を

な
く
し
、
人
権
を
大
切
に
、
ま
た
、

人
権
を
守
る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
達
の
発
表
も
大
変
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
、
前

で
自
分
の
思
っ
た
事
を
言
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
大
事
な
こ
と
で
す
。

尚
、
２
０
１
５
年
度
の
「
第
20
回

５
・
23
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区
集

会
」
を
、
５
月
23
日
（
土
）
に
午
前

８
時
45
分
か
ら
11
時
ま
で
矢
部
中
学

校
体
育
館
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
町
民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

差
別
の
な
い
町
を
つ
く
ろ
う
・・・・

第
19
回

「
５
・
23
差
別
を
な
く
す

　
　
　
　
　
　
　

山
都
地
区
集
会
」

「
第
「
第
1919
回
５
・

回
５
・
2323
差
別
を
な
く

差
別
を
な
く

す
山
都
町
地
区
集
会
」ア
ン
ケ

す
山
都
町
地
区
集
会
」ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら

ー
ト
か
ら

「どろんことたいよう」を合唱する参加者

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す
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▼
通
潤
句
会

芍
薬
に
重
た
き
雨
と
な
り
に
け
り 

菅　

清
次
郎

杉
山
の
暗
さ
好
み
て
エ
ビ
ネ
蘭 

村
上　

園
江

恙
な
く
余
世
来
世
蓮
の
花 

西
田
え
い
子

▼
清
和
短
歌
会

若
芽
ふ
く
山
に
登
れ
ば
山
の
美
は

　
　

老
い
の
心
も
若
が
え
ら
せ
る 

渡
辺　

辰
男

水
の
上
に
鴨
揺
れ
て
ゐ
て
春
の
日
は

　
　

何
事
も
な
く
過
ぎ
て
ゆ
く
な
り 

増
田　

信
治

山
里
に
車
つ
ら
な
り
文
楽
の

　
　

三
味
に
声
音
の
青
葉
に
し
み
る 

梶
原　

公
希

▼
馬
見
原
酔
山
会

片
栗
の
ま
だ
眠
さ
う
に
咲
か
ん
と
す 

本
田　
　

彰

丹
精
の
茶
畑
あ
を
し
阿
蘇
五
岳 

高
田
ゆ
か
り

耕
耘
機
代
田
掻
き
終
へ
武
者
震
ひ 

三
枝　

秀
晴

▼
や
ま
な
み
の
会
「
山
脈
」

内
大
臣
山
の
花
見
に
来
た
り
け
り 

水
野　

信
子

ま
ん
中
の
へ
こ
み
し
魚
板
春
深
し 

天
崎　

信
恵

師
の
句
碑
を
拝
し
巡
り
し
花
の
寺 

岩
村
ヨ
シ
子

集
落
の
野
焼
き
は
終
り
一
安
心

　
　

今
日
か
ら
我
が
家
の
畔
草
を
焼
く 

本
田　

七
郎

風
邪
癒
え
て
足
ど
り
軽
く
庭
に
た
ち

　
　

こ
ぶ
し
の
蕾
の
ふ
く
ら
み
仰
ぐ 

今
村　

芳
子

う
る
さ
い
と
大
き
な
声
で
怒
鳴
り
け
り

　
　

何
の
変
化
か
カ
ラ
ス
は
来
な
い 

木
下
ス
エ
オ

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

社
協
へ

■
香
典
返
し

・
米　

生　

米
田　
　

定
様 
故　

米
田
ト
シ
子
様

・
畑　
　
　

志
賀　

重
男
様 

故　

志
賀　
　

泉
様

・
北
中
島　

坂
本　

貞
子
様 

故　

坂
本　
　

繁
様

・
津　

留　

西
村　

利
夫
様 

故　

西
村
カ
ズ
ヱ
様

・
北
中
島　

大
木　

利
恵
様 

故　

大
木
ミ
ド
リ
様

・
東
京
都　

稲
葉　

清
子
様 

故　

川
上
カ
ネ
ヲ
様

・
麻　

山　

村
山　
　

勇
様 

故　

村
山　

ツ
ヤ
様

・
菅　

尾　

甲
斐　

光
明
様 

故　

甲
斐
タ
マ
ヨ
様

・
二
瀬
本　

山
口　

義
明
様 

故　

山
口
ミ
ド
リ
様

・
方
ヶ
野　

倉
岡　

克
行
様 

故　

倉
岡　

ツ
イ
様

・
馬
見
原　

原　
　

幸
輔
様 

故　

原　
　

定
義
様

・
二
瀬
本　

飯
星　

直
子
様 

故　

飯
星
西
海
男
様

７月の当番医　
７月  6 日　矢部広域病院（電話72-1121）
７月 13日　瀬 戸 病 院（電話75-0111）
７月 20日　そよう病院（電話83-1122）
７月 27日　高田整形外科（電話72-1007）

山都町の人口
〔平成26年５月31日現在〕
男　　8,069人  （－10）
女　　8,652人  （－15）
計　 16,721人  （－25）
世帯   6,705戸   （－９）

※（　）は前月比
※最高齢は108歳〔女性１人〕
※平成26年５月の出生者数
　４人（今年の出生者数　25人）
※平成26年５月の死亡者数
　25人（今年の死亡者数　161人）

今年も半年が終わり、折り返しを迎えます。つい先日、
「御岳の竹灯り」で年越しを迎えたような気がしますが、
月日が経つのはあっという間です。振り返るとあっとい
う間ですが、先を見ると長く感じるのは自分だけでしょ
うか。広報を作成する際も、作り終えた広報紙を眺めて
いるとあっという間のひと月ですが、次号の作成が始ま
ると完成するまでが物凄く長く感じます。
これから訪れる半年が自分にとって更に価値がある

よう、一生懸命頑張っていこうと思います。そして年末
に今年を振り返り、これまで生きてきた中で最高の一年
だったと心から思えるような年越しを迎えたい（㋟）。

前号の訂正とお詫び
　５月 28 日発行第 111 号の広報やまとにおいて誤
りがありました。関係各位には大変なご迷惑をお
かけしました。お詫びして訂正いたします。
　○ 18 ページ　わたしたちの人権　下段２行目
　　（誤）平民童謡
　　　　→（正）平民同様
　○ 19 ページ　寄付　お見舞い返し
　　（誤）馬見原　遠山　フキ様
　　　　→（正）下山　遠山　フキ様

山都町観光案内所

ギャラリー喫茶ギャラリー喫茶

ル ポ ンル ポ ン
  ☎７２－1０５４☎７２－1０５４

和
光
教
室
書
道
部
の
大
塚
憲
一
さ
ん
（
米
生
）
作

23 22
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タイトル：泥んこサッカー
撮影場所：通潤橋下の田
撮 影 者：尾上　利弘
コメント：通潤橋下の田んぼで山都町始めてのお
田植え祭が開催され、アトラクションとして泥ん
こサッカーが行われた、子供たち苗代の田んぼに
入り、泥んこになりボールを蹴ったが、ボールは
水に取られ思うようにいかず悪戦苦闘、畦からは
盛んに観客の甲高い声援が鳴り渡っていた。
連絡先：フォトサークル山都
　　　　（事務所：あひる倶楽部内 72-3455 まで）

今月の一枚今月の一枚

泥んこサッカー

7月
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4 5
　 　

　

6 7 8 9 10 11 12
　矢部広域病院
　上益城消防大
会（操法大会）
　上益城郡民体
育祭（バレー）

　農業委員会委
員一般選挙立候
補届出受付

　お知らせ版 　年金相談
　上益城郡中体
連水泳大会

　青少年健全育
成推進大会
　上益城郡民体
育祭（軟式野球、
男子ソフト）

13 14 15 16 17 18 19
　瀬戸病院
　上映会　　　
「レベッカ」
　上益城郡民体
育祭

　通潤橋保存活
用計画策定委員
会

　 　 　小・中学校終
業式

　関西矢部会

20 21 22 23 24 25 26
　そよう病院
　上益城郡民体
育祭（バスケッ
ト）
　関西矢部会

　上映会「アナ
と雪の女王」
　「くまもと・
みんなの川と海
づくりデー」一
斉美化清掃作業

　広報やまと 　松橋収蔵庫　
熊本を知る講座

　熊本県中体連

27 28 29 30 31
　高田整形外科
　熊本県中体連
　絵本カーニバ
ル2014

　絵本カーニバ
ル2014

　絵本カーニバ
ル2014

　絵本カーニバ
ル2014

　絵本カーニバ
ル2014

　　お知らせ　　　当番医
　　イベント　　　発行日

　

　


